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市
史
の
刊
行
に
よ
せ
て

　
　
　

市
史
編
さ
ん
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
　

こ
　
　
　

い
ち
ろ
う

瀬
古
　

一
郎
さ
ん

　

合
併
新
時
代
の
趨す
う

勢せ
い

に
よ
り
、

県
下
に
さ
き
が
け
て
誕
生
し
た

甲
賀
市
、
そ
の
歴
史
を
ひ
も
と

き
ま
す
と
、
壬
申
の
乱
を
は
じ

め
と
し
て
、
一
時
に
せ
よ
聖
武

帝
の
都
と
な
っ
た
紫
香
楽
宮
、

花
開
く
仏
教
文
化
、
甲
賀
武
士

の
活
躍
、
さ
ら
に
は
街
道
の
に

ぎ
わ
い
や
特
色
あ
る
地
場
産
業

な
ど
、
歴
史
文
化
の
香
り
高
く

栄
え
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
新
名
神
の
開
通
に
と

も
な
い
企
業
立
地
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
の
一

層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
「
温

故
知
新
」の
言
葉
の
と
お
り
、『
甲

賀
市
史
』
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
時じ

宜ぎ

を

得
た
も
の
で
す
。
執
筆
の
諸
先

生
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
ば
か
り

で
す
。
ぜ
ひ
わ
が
家
に
一
冊
備

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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甲
賀
市
史
へ
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
に
む
ら
　
　

さ
だ
よ
し

谷
村
　

定
義
さ
ん

　

合
併
し
て
３
年
、
待
望
の
甲

賀
市
史
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

古
墳
時
代
水
口
町
植
に
全
国

に
他
に
５
遺
跡
し
か
な
い
大
型

倉
庫
建
物
群
が
建
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
紫
香
楽
宮
は

信
楽
町
宮
町
に
あ
っ
た
こ
と
、

お
な
じ
く
黄
瀬
の
鍛
冶
屋
敷
遺

跡
か
ら
は
、
大
仏
建
立
に
使
わ

市
史
は
、

単
な
る
歴
史
書
で
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
の
資
料

　

市
史
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り

こ
れ
ま
で
の
甲
賀
市
の
歴
史
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
時
々
に

進
め
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
様
子

が
ま
と
め
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
で

も
あ
り
ま
す
。

　

本
書
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の

甲
賀
の
変
遷
を
た
ど
る
通
史
編
と

工
芸
品
や
建
造
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
分
野
編
と
で
構
成
し
、

様
々
な
視
点
で
歴
史
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

時
代
が
進
み
、
生
活
は
利
便
性

が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
古
代
か
ら

も
多
く
の
人
が
生
活
の
向
上
を
願

い
、
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の

思
い
は
、
今
も
昔
も
変
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
や
、

多
く
の
歴
史
文
化
は
大
変
大
き
な

財
産
で
す
。
こ
の
財
産
を
知
る
た

め
、
そ
し
て
未
来
に
活
か
す
た
め
、

今
、
甲
賀
の
歴
史
が
ひ
も
と
か
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
貴
重
な
資
料
編

さ
ん
に
携
わ
ら
れ
て
い
る
方
、
市

民
の
方
に
、市
史
に
寄
せ
ら
れ
る
期

待
と
は
何
か
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

刊行を記念して講演会

足
跡
か
ら
学
ぶ
、明
日
の
甲
賀

甲
賀
の
郷
土
史
、大
正
15
年
以
来

81
年
ぶ
り
に
刊
行

　

今
回
刊
行
の
第
一
巻
で
は
、
郷
土
の
大
地
を

作
る
地
質
の
変
遷
を
追
う
と
と
も
に
、
そ
の
広

が
り
や
断
層
な
ど
を
示
し
た
「
甲
賀
市
地
質

図
」
が
付
き
、
自
然
と
暮
ら
し
の
意
外
な
関
係

に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

歴
史
で
は
紫
香
楽
宮
は
も
ち
ろ
ん
、
古
代
以

来
絶
え
ず
甲
賀
を
通
っ
て
き
た
東
海
道
の
変

遷
、
鈴
鹿
峠
の
山
賊
と
田
村
麻
呂
の
活
躍
な
ど

全
国
的
に
知
ら
れ
た
史
実
や
伝
説
の
示
す
意
味

が
、
新
説
を
交
え
紹
介
さ
れ
ま
す
。
古
代
東
海

道
が
な
ぜ
杣
川
ル
ー
ト
か
ら
鈴
鹿
峠
ル
ー
ト
に

代
わ
っ
た
の
か
、
古
代
日
本
の
な
か
の
甲
賀
の

位
置
づ
け
と
も
か
か
わ
り
、
た
い
へ
ん
興
味
深

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
市
制
施
行
以
降
、旧
5

町
の
特
色
あ
る
歴
史
文
化
を
新
た

に
見
つ
め
直
し
、そ
の
魅
力
を
紹

介
す
る「
甲
賀
市
史
」の
編
さ
ん
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
20
日
、甲
賀
市
史
第
一
巻

を
発
刊
し
ま
し
た
。歴
史
あ
る
甲

賀
の
歩
み
を
解
き
明
か
す
歴
史
書

と
し
て
は
実
に
81
年
ぶ
り
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
先
人
た
ち
の
培
っ
た
多

く
の
史
実
が
あ
る
か
ら
こ
そ
存
在

し
ま
す
。今
も
暮
ら
し
の
中
に
息

づ
い
て
い
ま
す
。郷
土
の
歴
史
を
知

り
、先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
、ま
た

そ
こ
か
ら
新
し
い
知
識
を
見
出
す

こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、市
民
の
地
域
愛
、郷
土
愛
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

甲賀市史第一巻『古代の甲賀』
甲
賀
市
史
は
次
の
５
か
所
で
販
売
中
で
す
。

【
一
般
販
売
価
格
】１
冊
　

3
、5
0
0
円

◆
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

（
10
：
00
〜
17
：
00
・
月
休
館
）

◆
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

（
10
：
00
〜
17
：
00
・
月
・
火
休
館
）

◆
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

　
　

（
10
：
00
〜
18
：
00
・
月
休
館
）

◆
市
史
編
さ
ん
室〔
甲
南
庁
舎
３
階
〕

　
　

（
8
：
30
〜
17
：
15
・
土
・
日
・
祝
閉
庁
）

◆
信
楽
中
央
公
民
館

　
　

（
8
：
30
〜
17
：
15
・
土
・
日
・
祝
休
館
）

『
甲
賀
市
史
』
第
一
巻

「
古
代
の
甲
賀
」
好
評
発
売
中

問
い
合
わ
せ

　

歴
史
文
化
課
市
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　

☎
6
8
│

8
0
7
5

　
　
　
　

℻
8
6
│

8
2
1
6
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歴
史
を
見
つ
め
未
来
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
な
べ
　
　

な
お
こ

渡
邉
　

直
子
さ
ん

　

大
学
で
考
古
学
を
学
ん
で
い

た
私
は
、
２
年
前
の
冬
、
市
史

の
古
墳
調
査
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
甲
賀
に
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
古
墳
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
存
状

態
の
良
い
古
墳
を
目
の
当
た
り

に
し
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

編
集
に
携
わ
ら
れ
て
い
る
方
、
市
民
の
方
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

れ
た
で
あ
ろ
う
大
規
模
な
銅
精

錬
所
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

最
近
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
史
の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

が
甲
賀
市
か
ら
発
信
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
興
味

深
く
読
み
ま
し
た
。
随
所
に
写

真
や
地
図
が
入
れ
ら
れ
、
目
で

も
楽
し
め
る
市
史
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
写
真
類
が
Ｃ
Ｄ

な
ど
に
収
め
ら
れ
、
カ
ラ
ー
で

見
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

　

甲
賀
市
に
ま
も
な
く
新
名
神

が
開
通
し
ま
す
。
時
間
の
流
れ

と
と
も
に
「
郷
土
」
の
す
が
た

は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、「
今
」
の
甲
賀
が

あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
足

跡
」
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
「
足
跡
」
を
見
つ
め
直
し
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、

市
史
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
続
巻

の
刊
行
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

先
人
の
営
み
に

想
い
を
馳
せ
て
甲
賀
市
史
に
思
う

足跡から学ぶ、明日の甲賀

　ふるさと甲賀市の歴史は、今を生きる私たちにとって大切
な財産となります。
　第一巻「古代の甲賀」の刊行を記念して、１２月１６日
㈰に記念講演会が忍の里プララで開催され、市民の方を始
め、多くの方が来館されました。
　記念講演会では、甲賀市史編集委員長の成安造形大学木

き

村
むら

至
よし

宏
ひろ

学長が、甲賀市の魅力ある史実など
から甲賀市史がめざすところを、また、京都女子大学の瀧

たき

浪
なみ

貞
さだ

子
こ

教授の、「聖武天皇の夢と紫香楽宮」と
題しての講演などが行われ、参加の皆さんは熱心に聞き入っておられました。

n

古
墳
群
の
調
査

n
編
集
作
業

～歴史の道を辿り、先人の英知に触れる～
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一
巻
で
は
、
郷
土
の
大
地
を

作
る
地
質
の
変
遷
を
追
う
と
と
も
に
、
そ
の
広

が
り
や
断
層
な
ど
を
示
し
た
「
甲
賀
市
地
質

図
」
が
付
き
、
自
然
と
暮
ら
し
の
意
外
な
関
係

に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

歴
史
で
は
紫
香
楽
宮
は
も
ち
ろ
ん
、
古
代
以

来
絶
え
ず
甲
賀
を
通
っ
て
き
た
東
海
道
の
変

遷
、
鈴
鹿
峠
の
山
賊
と
田
村
麻
呂
の
活
躍
な
ど

全
国
的
に
知
ら
れ
た
史
実
や
伝
説
の
示
す
意
味

が
、
新
説
を
交
え
紹
介
さ
れ
ま
す
。
古
代
東
海

道
が
な
ぜ
杣
川
ル
ー
ト
か
ら
鈴
鹿
峠
ル
ー
ト
に

代
わ
っ
た
の
か
、
古
代
日
本
の
な
か
の
甲
賀
の

位
置
づ
け
と
も
か
か
わ
り
、
た
い
へ
ん
興
味
深

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
市
制
施
行
以
降
、旧
5

町
の
特
色
あ
る
歴
史
文
化
を
新
た

に
見
つ
め
直
し
、そ
の
魅
力
を
紹

介
す
る「
甲
賀
市
史
」の
編
さ
ん
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
20
日
、甲
賀
市
史
第
一
巻

を
発
刊
し
ま
し
た
。歴
史
あ
る
甲

賀
の
歩
み
を
解
き
明
か
す
歴
史
書

と
し
て
は
実
に
81
年
ぶ
り
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
先
人
た
ち
の
培
っ
た
多

く
の
史
実
が
あ
る
か
ら
こ
そ
存
在

し
ま
す
。今
も
暮
ら
し
の
中
に
息

づ
い
て
い
ま
す
。郷
土
の
歴
史
を
知

り
、先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
、ま
た

そ
こ
か
ら
新
し
い
知
識
を
見
出
す

こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、市
民
の
地
域
愛
、郷
土
愛
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

甲賀市史第一巻『古代の甲賀』
甲
賀
市
史
は
次
の
５
か
所
で
販
売
中
で
す
。

【
一
般
販
売
価
格
】１
冊
　

3
、5
0
0
円

◆
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

（
10
：
00
〜
17
：
00
・
月
休
館
）

◆
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

（
10
：
00
〜
17
：
00
・
月
・
火
休
館
）

◆
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

　
　

（
10
：
00
〜
18
：
00
・
月
休
館
）

◆
市
史
編
さ
ん
室〔
甲
南
庁
舎
３
階
〕

　
　

（
8
：
30
〜
17
：
15
・
土
・
日
・
祝
閉
庁
）

◆
信
楽
中
央
公
民
館

　
　

（
8
：
30
〜
17
：
15
・
土
・
日
・
祝
休
館
）

『
甲
賀
市
史
』
第
一
巻

「
古
代
の
甲
賀
」
好
評
発
売
中

問
い
合
わ
せ

　

歴
史
文
化
課
市
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　

☎
6
8
│

8
0
7
5

　
　
　
　

℻
8
6
│

8
2
1
6

•
●
•
●
•
●
•
●
•
●
•
●
•

　

歴
史
を
見
つ
め
未
来
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
な
べ
　
　

な
お
こ

渡
邉
　

直
子
さ
ん

　

大
学
で
考
古
学
を
学
ん
で
い

た
私
は
、
２
年
前
の
冬
、
市
史

の
古
墳
調
査
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
甲
賀
に
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
古
墳
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
存
状

態
の
良
い
古
墳
を
目
の
当
た
り

に
し
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

編
集
に
携
わ
ら
れ
て
い
る
方
、
市
民
の
方
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

れ
た
で
あ
ろ
う
大
規
模
な
銅
精

錬
所
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

最
近
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
史
の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

が
甲
賀
市
か
ら
発
信
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
興
味

深
く
読
み
ま
し
た
。
随
所
に
写

真
や
地
図
が
入
れ
ら
れ
、
目
で

も
楽
し
め
る
市
史
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
写
真
類
が
Ｃ
Ｄ

な
ど
に
収
め
ら
れ
、
カ
ラ
ー
で

見
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

　

甲
賀
市
に
ま
も
な
く
新
名
神

が
開
通
し
ま
す
。
時
間
の
流
れ

と
と
も
に
「
郷
土
」
の
す
が
た

は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、「
今
」
の
甲
賀
が

あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
足

跡
」
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
「
足
跡
」
を
見
つ
め
直
し
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、

市
史
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
続
巻

の
刊
行
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

先
人
の
営
み
に

想
い
を
馳
せ
て
甲
賀
市
史
に
思
う

足跡から学ぶ、明日の甲賀

　ふるさと甲賀市の歴史は、今を生きる私たちにとって大切
な財産となります。
　第一巻「古代の甲賀」の刊行を記念して、１２月１６日
㈰に記念講演会が忍の里プララで開催され、市民の方を始
め、多くの方が来館されました。
　記念講演会では、甲賀市史編集委員長の成安造形大学木

き

村
むら

至
よし

宏
ひろ

学長が、甲賀市の魅力ある史実など
から甲賀市史がめざすところを、また、京都女子大学の瀧

たき

浪
なみ

貞
さだ

子
こ

教授の、「聖武天皇の夢と紫香楽宮」と
題しての講演などが行われ、参加の皆さんは熱心に聞き入っておられました。

n

古
墳
群
の
調
査

n
編
集
作
業

～歴史の道を辿り、先人の英知に触れる～
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平成
19年
平成
19年 第7回 甲賀市議会定例会

委
員
の
選
任
・
任
命
（
敬
称
略
）

　

監　

査　

委　

員　
　

山
川　

宏
治

　

教
育
委
員
会
委
員　
　

小
川　

浩
美

条
例
の
制
定

・�

甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育
て
る
条
例

・�

甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

・�

甲
賀
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・�
甲
賀
市
生
活
安
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・�
甲
賀
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・�

甲
賀
市
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・�

甲
賀
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

甲
賀
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
及
び
甲
賀
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

甲
賀
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例補

正
予
算

・�

平
成
19
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）

・�

平
成
19
年
度
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

・�

平
成
19
年
度
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

・�

平
成
19
年
度
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・�

平
成
19
年
度
甲
賀
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・�

平
成
19
年
度
甲
賀
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

市
道
路
線
の
認
定

・�

甲
賀
町
大
原
中
地
先
の
大
原
中
2
号
線
の
路
線

認
定

第７回甲賀市議会定例会が11月29日㈭から12月21日㈮までの会期で開催されました。
審議・可決された主な議案は次のとおりです。

ま
た
、
正
副
議
長
の
ほ
か
、
各
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
正
副
議
長	

　

議　

長　
　

服
部　

治
男

　

副
議
長　
　

伴　
　

資
男

■
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
─
─
─
─
─
─
─

◎
福
西　

義
幸
、○
加
藤　

和
孝
、

今
村　

和
夫
、
岩
田　

孝
之
、

友
廣　
　

勇
、
安
井　

直
明
、

村
山　

庄
衛
、
辻　
　

重
治

民
生
常
任
委
員
会
─
─
─
─
─
─
─

◎
中
西
弥
兵
衛
、○
白
坂
萬
里
子
、

中
島　
　

茂
、
土
山　

定
信
、

鵜
飼　
　

勲
、
林　
　

勝
彦
、

山
岡　

光
広

文
教
常
任
委
員
会
─
─
─
─
─
─
─

◎
辻　
　

金
雄
、○
藤
井　

克
宏
、

橋
本　

律
子
、
葛
原　

章
年
、

伴　
　

資
男
、
木
村　

泰
男
、

朏　
　

藤
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会
─
─
─
─
─

◎
河
合　

定
郎
、○
野
田　

卓
治
、

山
川　

宏
治
、
石
川
善
太
郎
、

小
松　

正
人
、
酒
巻　

昌
市
、

松
本　

昌
市

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
岩
田　

孝
之
、○
安
井　

直
明
、

友
廣　
　

勇
、
中
西
弥
兵
衛
、

河
合　

定
郎
、
福
西　

義
幸
、

加
藤　

和
孝
、
辻　
　

金
雄

■
特
別
委
員
会	

広
報
特
別
委
員
会
─
─
─
─
─
─
─

◎
山
岡　

光
広
、○
林　
　

勝
彦
、

辻　
　

重
治
、
野
田　

卓
治
、

加
藤　

和
孝
、
石
川
善
太
郎
、

木
村　

泰
男
、
朏　
　

藤
男

交
通
対
策
特
別
委
員
会
─
─
─
─
─

◎
安
井　

直
明
、○
石
川
善
太
郎
、

山
川　

宏
治
、
中
島　
　

茂
、

葛
原　

章
年
、
伴　
　

資
男
、

辻　
　

金
雄
、
松
本　

昌
市

新
名
神
地
域
振
興
特
別
委
員
会
─
─
─
─

◎
辻　
　

重
治
、○
鵜
飼　
　

勲
、

橋
本　

律
子
、
友
廣　
　

勇
、

村
山　

庄
衛
、
藤
井　

克
宏
、

松
本　

昌
市
、
山
岡　

光
広

環
境
・
廃
棄
物
対
策
特
別
委
員
会
───

◎
小
松　

正
人
、○
土
山　

定
信
、

今
村　

和
夫
、
白
坂
萬
里
子
、

中
西
弥
兵
衛
、
河
合　

定
郎
、

酒
巻　

昌
市
、
林　
　

勝
彦

地
域
情
報
対
策
特
別
委
員
会
───

◎
友
廣　
　

勇
、○
山
岡　

光
広
、

岩
田　

孝
之
、
福
西　

義
幸
、

野
田　

卓
治
、
加
藤　

和
孝
、

木
村　

泰
男
、
朏　
　

藤
男

■
監
査
委
員（
議
会
か
ら
の
選
任
）

山
川　

宏
治

■
甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

服
部　

治
男
、
山
川　

宏
治
、

橋
本　

律
子
、
安
井　

直
明
、

村
山　

庄
衛

■
公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

服
部　

治
男
、
山
川　

宏
治
、

橋
本　

律
子
、
友
廣　
　

勇
、

村
山　

庄
衛

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

教育委員に小川氏を任命
　平成19年甲賀市議会第７回定例会で教育委員の
選任について同意され、小

お

川
がわ

浩
ひろ

美
み

氏（＝写真・甲賀町）
が任命されました。任期は、平成23年12月17日ま
での４年間です。
　また、12月18日㈫に臨時教育委員会が開催され、
教育委員長に山

やま

田
だ

喜
き

一
いち

朗
ろう

氏、委員長職務代理者に
安
あ べ

部潤
じゅんこ

子氏が選任されました。任期は、平成20年
12月17日までの１年間です。
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●●●●●●●●●

75
歳
以
上
の
人
は

※

（
一
定
障
が
い
の
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）

平成20年3月まで
国保や会社の健康保険などに
加入しながら「老人保健」で
医療を受けます
窓 口 で 提 示 す る も の
・加入している医療保険の保険証
・医療受給証

医療受
給者証

保険証

●●●●●●●●●

平成20年4月から
高齢者だけの新しい医療制度
「後期高齢者医療」で
医療を受けます

窓 口 で 提 示 す る も の
・新たに発行される後期高齢者医療の保険証

（カードサイズになります）

保険証

●窓口での自己負担は老人保健と変わりません。
●新たに後期高齢者医療の保険証が3月に交付されます。

※65歳以上75歳未満の人で、現在、老人保健の認定を受け
ている人は引き続き広域連合の認定を受けたものとみな
されますが、加入については選択することができます。

後期高齢者医療制度

　１月17日は、阪神淡路大震災（兵庫県南
部地震）が13年前に発生した日です。今神
戸の街は、行政、企業、住民が復興に努め、
生まれ変わった街となっています。しか
し、忘れてはならないのは、地震の怖さで
す。「地震は忘れた頃にやって来る。」と言
われます。今一度、地震への備えを考えた
いものです。
　甲賀市内の一部で、今後30年間で琵琶湖
西岸断層帯の震度予測が５強で発生確率が
９％、東南・海南海沖地震の震度予測が震
度６弱で発生確率が50～60％と国等が予測
しています。
　地震発生を防ぐことは不可能ですが、日
頃の備え、体制から被害を少なくすること
は可能です。
　そのためには、次のようなことを、家庭や
地域で事前に整えておくことが必要です。

○家屋の耐震の強化
○タンス、テレビ等重量家具の固定
○非常持ち出しの用意
○非常食の確保
○家族、知人への連絡先の確認

　　　　　自主防災組織等活動
　・緊急連絡方法確立  ・地域危険個所点検
　・防災学習会  ・避難訓練  ・防災訓練
　・防災資機材整備点検
　・自主防災組織の強化

家庭でできること

地域でできること

※均等割額と所得割率は２年ごとに広域連合で見直されます。
※年金収入だけの被保険者については、収入額が153万円以下の場合
は所得割は課せられません。
※所得の低い世帯の方には、均等割額が軽減されます。
※どんなに所得の高い方でも、年50万円が最高額になります。

保険年金課　老保医療係
　☎65-0689　℻63-4618

考えることから行動する防災活動考えることから行動する防災活動

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

保
険
料
の
し
く
み
に
つ
い
て

滋賀県後期高齢者医療広域連合
　☎077-522-3013  ℻077-522-3023

　

現
在
の
老
人
保
健
制
度
に

か
わ
り
平
成
20
年
４
月
か
ら

始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
の
算
定
方
法
が

決
ま
り
ま
し
た
。

 保険料は被保険者全員が納めます
　これまで、高齢者の方々の間で、
加入する制度によって、保険料を負
担する方と負担しない方がおられ、
また、自治体においても保険料に差
がありました。
　新しくなるこの制度では、高齢者
の方々は、皆負担能力に応じて保険
料をお支払いいただくことになりま
す。また、原則として県内すべて同
じ基準となります。

　保険料はこのように決まります
　保険料の額は、被保険者の方に「等しく負担いただ
く部分（均等割）」とその方の「所得に応じて負担い
ただく部分（所得割）」との合計額となります。

◎保険料算出式

問い合わせ

問い合わせ　総務課  総合防災係　☎65-0665  ℻63-4554

n
救
急
手
当
講
習

n
避
難
訓
練

n

災害図上訓練

（均等割額）　（所得割額）
38,175円＋基礎控除後の総所得金額等×所得割率（6.85％）＝保険料 アンダーライン２箇所あり
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市
で
は
、
学
校
の
体
育
施
設
を
地
域
に
開
放
し
、
社
会
体
育
お
よ

び
社
会
教
育
の
場
と
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
心
身
の
健
全

な
育
成
を
目
的
に
、
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
城
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
夜
間
照
明
設
備
が
完
成
、

11
月
１
日
か
ら
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夜
間
照
明
は
、
城
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
半
面
を
利
用
し

て
、
６
本
の
柱
に
６
灯
の
照
明
器
具
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。
平
均

照
度
は
1
0
0
ル
ク
ス
以
上
で
、
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
多

目
的
に
使
用
で
き
ま
す
。

　

照
明
の
使
用
は
、
コ
イ
ン
式
（
１
枚
60
分
）
で
２
時
間
1
，0
0
0

円
（
別
途
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
料
必
要
）
で
、
16
時
か
ら
22
時
ま
で
の

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
校
地
内
は
全
面
禁
煙
で
、
ゴ
ミ
等
の
後
始
末
、
使
用
後
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
利
用
者
以
外
の
立
ち
入
り
等
に
つ
い
て
注
意
し

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用
し
、
運
動
で
き
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■募集期間　１月15日㈫から２月13日㈬の30日間
■案の公表　市ホームページで掲載・人権政策課
　　　　　　各支所での閲覧
■意見を提出できる方　市内に在住・在勤・在学する

方、市内に事業所または事業を有する個人および
法人、その他の団体

■意見の提出方法　住所、氏名、電話番号を明記の上、
直接持参いただくか郵便（２月13日必着）、ファ
ックス、Eメールで応募してください。

　　※その他詳しくは甲賀市ホームページ「パブリッ
ク・コメントの手続きについて」をご覧ください。

■提出先・問い合わせ
〒520―8502　甲賀市水口町水口6053番地
甲賀市役所  市民環境部  人権政策課  男女共同参画係
　　☎65―0695  FAX63―4582
　　Eメール　koka245000＠city.koka.shiga.jp

　

突
然
の
心
停
止
の
事
故
か
ら
大
切
な
命
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
手
段
と
し
て
、
市
立

の
小
中
学
校
29
校
に
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

A
E
D
と
は
、突
然
心
停
止
状
態
に
陥
っ
た
時
、

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
正
常
な
状
態

に
戻
す
医
療
機
器
で
、
こ
れ
ま
で
医
師
・
看
護

師
・
救
急
救
命
士
な
ど
に
し
か
使
用
が
許
可
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、平
成
16
年
７
月
か
ら
、

使
用
が
一
般
市
民
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

A
E
D
の
設
置
は
児
童
生
徒
等
の
学
校
関
係

者
だ
け
で
な
く
、学
校
周
辺
地
域
の
住
民
の
方
々

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
目
的
と
し
て
お
り
、

万
が
一
の
際
に
は
、
市
民
の
方
々
に
も
広
く
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課  

学
務
管
理
係

☎
8
6
│

8
0
1
9

℻
8
6
│

8
3
8
0

問い合わせ
生涯スポーツ課  スポーツ振興係
☎86─8023 ℻86─8380

市内小中学校に
AEDを設置しました

城
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

夜
間
照
明
設
備
が
完
成

甲賀市男女共同参画計画案への

　市では現在、男女共同参画社会基本法に基づき、一昨年に
実施した市民意識・事業所実態調査の結果から男女共同参画
のまちづくり懇話会や市民会議、男女共同参画推進本部で検
討を重ね「甲賀市男女共同参画計画」案をまとめました。
　そこでこの案に対する市民の皆さんからのご意見を募集し
ます。お寄せいただいたご意見を参考に最終案を決定します。

ご意見を募集します
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＊対 象 者　どなたでもご参加いただけます。

＊説明資料　当日お配りするリーフレットに基づいて
説明します。　　

「幼稚園と保育園の今後の方向性　　　　  」に
　ついての地域説明会を行います
　平成19年度、幼稚園・保育園の窓口を一元化した
『こども未来課』ができ、市の就学前教育と保育のあり
方について総合的に企画立案し取り組んでいます。
　そこで、土山・甲賀・信楽地域の一部の園において
既存の保育園施設に幼稚園機能を整備し、一体的な運
用を進める取り組み等の今後の方向性について、説明
会を開催します。

＊開催日時
１/24㈭　甲賀（かふか生涯学習館２Ｆ研修室）
１/25㈮　信楽（信楽開発センター大集会室）
１/28㈪　土山（土山開発センター大集会室）
１/29㈫　水口（鹿深ホール）
１/30㈬　甲南（甲南情報交流センター大会議室）

問い合わせ　こども未来課　指導振興係
　　　　　　 ☎86-8182　℻86-8380

いずれも19：30～20：30

交
通
災
害
共
済

家
族
で
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

交通災害
共済制度

一
人
ひ
と
り
が
わ
ず
か
な
掛
金
を
出
し
合

い
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方

へ
見
舞
金
を
お
く
り
救
済
し
よ
う
と
、
県
下

全
市
町
で
構
成
し
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

新
小
学
一
年
生
へ
の
交
通
安
全
帽
子
の
配
布

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方

　

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
方

　

市
内
の
事
務
所
・
事
業
所
・
学
校
な
ど
に

勤
務
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

■
年
間
掛
金
　

１
人
に
つ
き

5
0
0
円

■
申
込
期
間
　

２
月
１
日（
金
）〜

■
共
済
期
間

　

平
成
20
年
４
月
１
日

　
　
　

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

 

※
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
申
し
込
み

を
さ
れ
た
場
合
の
共
済
期
間
は
、
申
込
日

の
翌
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
と
な
り
、

こ
の
場
合
も
掛
金
は
5
0
0
円
で
す
。

【
見
舞
金
の
請
求
方
法
】

　

市
役
所
各
支
所
に
見
舞
金
請
求

書
等
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課

　

生
活
交
通
担
当

　

☎
6
5
│

0
6
8
6

　

℻
6
3
│

4
5
8
2

■
加
入
方
法

　

各
区
及
び
自
治
会
を
通
じ

て
、
各
世
帯
に
加
入
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
。
又
、
市
役
所
窓

口
や
申
込
先
と
な
る
金
融
機
関

窓
口
に
加
入
申
込
書
を
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
掛
金
を
添
え

て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

【
見
舞
金
の
支
給
対
象
】

　

道
路
で
起
き
た
車
両
等
に
よ

る
事
故
で
、
１
日
で
も
通
院
さ

れ
れ
ば
見
舞
金
の
支
給
対
象
に

な
り
ま
す
。（
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

　12月８日㈯、湖南市市民学習交流セ
ンターで第38回甲賀湖南交通安全誓い
の集いが開催されました。
　この集いは、毎年、甲賀湖南交通安
全協会等が主催となり、交通事故の撲
滅をめざして開催されるものです。
　今年は甲賀市及び湖南市の市民約
400人が集い、交通安全に対して功績
のある方々への表彰や交通安全標語の
入選発表等を通じて、交通安全を誓い
ました。

事故のない
安全なまちを願って

第38回
甲賀湖南交通安全誓いの集い

n

交通安全功績者表彰式

幼保一体的
な運用等（　　　　　）
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水口図書館　　　1 63-7400  FAX 63-4737
土山図書館　　　1 66-1056  FAX 66-1067
甲賀図書情報館　1 88-7246  FAX 88-7005
甲南図書交流館　1 86-1504  FAX 86-1505
信楽図書館　　　1 82-0320  FAX 82-3921

問
い
合
わ
せ

その20　このコーナーでは
図書館と本について
紹介していきます。

問
い
合
わ
せ

  

人
権
教
育
課

　
　

☎
8
6
│
8
0
2
4

　
　

℻
8
6
│
8
3
8
0

図書館での調べ物
レファレンス・サービス

土山さん（以下・土山）　今日も冷えま
すね。暖房費用もかさむので体の中
から暖まる方法や暖房費の節約方法
が載っている本を探しに来ました。

図書館職員（以下・図書）　石油の値段
も上昇していますしね。こんな本はど
うでしょうか。「からだの芯から温まる
レシピ」（成美堂出版・発行）食材や
調理方法で体が温まる料理が紹介さ
れていますよ。

土山　色々な料理が載っていますね。「羊
肉」も体を温めるのですか。中国北
部やモンゴルなどの寒い地方では冷
え性の予防や改善に食べられ「女性
のための肉」と言われているのです
ね。少しクセがある肉ですが一度食
べてみようと思います。

図書　世界中のホットドリンクの本もあ
りますよ。「世界のホットドリンク」（プ
チグラパブリッシング・発行）飲み物

の作り方とともに、地域の
風習や文化についても紹介されてい
ます。

土山　アルコールが入っているものやバターやク
リームを入れた濃厚な味のものが多いです
ね。日本では「甘酒」や「しょうが湯」が紹
介されています。「甘酒」は栄養価が高く消化
吸収もいいので平安時代には貴族が夏に冷や
して飲んでいたとは驚きです。

図書　暖房費を節約するためにこんな本はどう
でしょうか。「365日のムダなし生活の知恵」
（主婦の友社・発行）

土山　ホットカーペットの下に古いタオルケット
を敷くと暖房効率が上がるのですか。フローリ
ングの上に直接敷いていたので試してみよ
うと思います。

図書　雑誌にも節約方法は載っていま
すので参考にしてみてください。こ
れからも生活のヒント探しに図書館
をご利用くださいね。

他にもこんな本が！

─今回のテーマ・カラダを暖めよう！─

「お風呂大好き！」
（生活情報センター・発行）

「にんにくごましょうがで
　　　元気になるレシピ」

（世界文化社・発行）

「
あ
っ
、
こ
こ
に
も
お
い
も
見
ぃ
つ
け

た
！
」

「
大
き
い
ぞ
、
き
ば
っ
て
ほ
り
な
や
。」

　

11
月
、
小
春
日
和
の
あ
る
日
、
市
内

の
保
育
園
で
い
も
ほ
り
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ

た
老
人
会
の
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
と
ペ
ア
を
作
っ
て
の
い
も
ほ
り
。
園

の
小
さ
な
い
も
畑
に
は
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
先
生
は
、「
私
た
ち
職
員
だ

け
で
は
こ
ん
な
収
穫
は
で
き
ま
せ
ん
。

植
え
付
け
の
時
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た

し
、
時
期
ご
と
に
『
水
や
っ
て
る
か
？
』

『
草
引
き
し
な
や
』
と
、
い
つ
も
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
。」
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
と
て
も
頼
り

に
さ
れ
て
い
る
様
子
。
老
人
会
の
皆
さ

ん
も
、「
う
ち
の
孫
は
も
う
大
き
く
な
っ

て
る
け
ど
、
こ
う
し
て
保
育
園
に
寄
せ

て
も
ら
う
と
若
返
る
わ
。」
と
焼
き
い
も

を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
は
、

そ
の
日
の
太
陽
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
く

あ
っ
た
か
で
す
。

　

人
は
年
齢
を
重
ね
、
様
々
な
人
生
経

験
を
積
む
こ
と
に
よ
り
、
他
人
が
持
っ

て
い
な
い
貴
重
な
知
識
を
蓄
え
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
知
恵
・
経
験
を
生
か

し
て
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
で
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
は
、
高
齢

者
に
と
っ
て
「
生
き
が
い
」
を
見
つ
け
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
有
効
な
手
だ
て
と

言
え
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全
て

の
世
代
が
お
互
い
に
理
解
し
助
け
合
っ

て
い
く
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
方
が
、

お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
族
の
、
ま
た
地
域
の
中
の
大
切
な

一
員
と
し
て
、
み
ん
な
が
元
気
で
幸
せ

で
い
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
そ

し
て
、
み
ん
な
の
人
権
を
守
り
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

世
代
の
交
流
を

   

通
じ
て
の

生
き
が
い
づ
く
り

おじいちゃんといっしょにはたけしごと、たのしいな

n

�広報あいこうか2008.1.15



◎甲賀市の介護保険の状況

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
な
ら
体
育
指
導
委
員
に

体育指導委員
のコーナー

問
い
合
わ
せ  

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　

  

☎
8
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問い合わせ
介護福祉課　介護予防認定係
☎65-0697・0699　℻63-4085

み
ん
な
で
創
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
ー
と
貴
生
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

平
成
14
年
8
月
に
設
立
。会
員

数
は
現
在
1
6
2
名
で
8
つ
の
種

目
で
活
動
し
て
い
ま
す
。小
学
生

対
象
に
は
、ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ
、

陸
上
教
室
、夏
の
キ
ャ
ン
プ
等
を

行
い
、今
年
は
ハ
イ
キ
ン
グ
で
飯

道
山
へ
登
り
ま
し
た
。お
楽
し
み

運
動
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、ま
た
講
師
を
迎
え
て
の
講
演

会
、会
員
相
互
の
親
睦
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。ま
た
、体
育
館
ま
で
来

て
い
た
だ
け
な
い
お
年
寄
り
に
は
、

こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
行
っ
て
の

体
操
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、地
域
に
愛
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
成
長
す
る
よ

う
会
員
の
声
を
聞
き
な
が
ら
ス
タ

ッ
フ
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

連
絡
先
・
事
務
局
☎
6
3
│

3
7
0
9

城
山
あ
い
あ
い
ク
ラ
ブ

◎
興
味
の
あ
る
方

　　

一
度
、遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

前
月
号
に
続
き
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

甲賀市の介護保険の状況は‥‥ 介護が必要となった原因は‥‥

甲賀市の65歳以上の方（19,342人）のうち、13.5％
（2,619人）の方が介護保険の認定を受けておられます。

　甲賀市においては、主に脳血管疾患、認知症、関
節疾患などの疾病が原因としてあげられます。

体や心の衰えは、元気な時のちょっとし
た生活の変化で起こり、放っておくとど
んどん進んでしまいます。そのためいく
つになっても体や頭を積極的に動かし、
介護予防に取り組むことが大切です。

◎65歳以上の要介護認定率
（平成19年3月）

◎介護が必要となった原因は‥‥

◎介護保険認定者数

認定者

関節疾患
9.2％

その他の精神及び
行動の障害
2.4％

その他の
循環器系の疾患
12.5％

その他の筋骨格
系及び結合組織の疾患

7.8％

13.5％

非認定者
86.5％

0
100
200
300
400
500
600
700
800

要支援 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

H17
H18

人
数

資料：甲賀市調べ
（平成17年8月現在）

その他
26.1％ 脳血管疾患

26.0％

認知症
16.0％

　

昨
年
、2
月
25
日
に
設
立
。水
口

地
域
の
5
つ
の
小
学
校
区
で
最
後

の
立
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。ク
ラ

ブ
会
員
は
、98
名
と
少
な
い
で
す

が
、小
学
生
対
象
の
ス
マ
イ
ル
ス
ポ

ー
ツ
教
室
と
、2
つ
の
教
室（
毎
週

1
回
ず
つ
）を
開
い
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、年
に
4
回
の
計
画

を
し
て
い
ま
す
。11
月
17
日
に
は

『
秋
の
山
に
登
ろ
う
』を
開
催
し
ま

し
た
。参
加
者
の
う
ち
、小
学
生
が

大
半
だ
っ
た
の
で
何
回
も
下
見
を

重
ね
コ
ー
ス
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、金
勝
山
か
ら
竜
王
山
を
経
由
し

て
上
桐
生
の
ル
ー
ト
で
決
定
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、秋
晴
れ
の
最
高
の
日

で
、子
ど
も
た
ち
の
驚
き
と
喜
び

の
声
を
聞
い
て
、そ
れ
ま
で
の
努

力
が
報
わ
れ
大
変
楽
し
い
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。ま
た
、素
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
よ

う
と
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

連
絡
先
・
事
務
局
☎
6
3
│

8
1
7
7

広報あいこうか 2008.1.15�



土　
　
　
　
　

山

甲　
　
　
　
　

賀

【会場】土山開発センター　２階

【会場】甲賀支所　2階　第６会議室

あいの土山文化ホール

土山図書館・歴史民俗資料館

土山郵便局土山郵便局

土山支所土山支所

1

9

土山開発センター

甲賀農村環境改善センター

甲賀中央公園体育館

甲賀体育館

甲賀中学校

甲賀地域総合センター甲賀地域総合センター

甲賀郵便局

甲賀駅

JR草津線

4

775

甲賀支所

124
甲南庁舎
甲南支所

杣川

甲南図書情報交流館
甲南第一小学校

甲南駅

甲南体育館

JR草
津
線

307

信楽伝統
産業会館

信楽保健センター

信楽中央病院

信楽伝統
産業会館

信楽支所信楽支所

信楽郵便局

信楽保健センター

信楽中央病院

信楽駅

大
戸
川

信
楽
高
原
鐵
道

307

信楽伝統
産業会館

信楽保健センター

信楽中央病院

信楽伝統
産業会館

信楽支所信楽支所

信楽郵便局

信楽保健センター

信楽中央病院

信楽駅

大
戸
川

信
楽
高
原
鐵
道

307

信楽伝統
産業会館

信楽保健センター

信楽中央病院

信楽伝統
産業会館

信楽支所信楽支所

信楽郵便局

信楽保健センター

信楽中央病院

信楽駅

大
戸
川

信
楽
高
原
鐵
道

信楽開発センター

水口石橋駅

甲賀病院至貴生川駅
近江鉄道

水口城南駅

水口納税協会

甲賀市役所

県事務所

野　　　洲　　　川

水口税務署

水口社会福祉センター
福祉ホール

内 

貴 

橋

1

信　
　
　
　
　

楽

【会場】2月18日㈪から3月5日㈬まで
　　　　　信楽開発センター1階

　　　 3月6日㈭から3月17日㈪まで
　　　　　信楽開発センター2階

　　このページはp13→p10の順でお読みください。☞

所在地：水口町水口5609番地

所在地：信楽町長野1203番地

所在地：甲南町野田810番地 所在地：土山町北土山1715番地

所在地：甲賀町相模173番地1

月日 曜 対　象　地　区

2/18 月
鮎河学区

19 火

20 水

大野学区

21 木

22 金

25 月

26 火

27 水

28 木

山内学区29 金

3/3 月

4 火 農業（製茶）所得者

5 水 営業等所得者・農業（製茶）所得者

6 木

土山学区

7 金

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

17 月 未相談者

月日 曜 対　象　地　区
2/18 月

小原学区19 火
20 水
21 木 多羅尾学区
22 金 朝宮学区
25 月

信楽学区

26 火
27 水
28 木
29 金
3/3 月
4 火
5 水
6 木

雲井学区

7 金
10 月
11 火
12 水
13 木
14 金
17 月 未相談者

月日 曜 対　象　地　区
2/18 月

油日学区

19 火
20 水
21 木
22 金
25 月
26 火
27 水
28 木

佐山学区29 金
3/3 月
4 火 営業等所得者（配置売薬等）
5 水

大原学区

6 木
7 金
10 月
11 火
12 水
13 木
14 金

未相談者
17 月

10広報あいこうか2008.1.15



確定申告・住民税申告のご案内

介護認定を受けておられる方へ
—おむつ使用証明書に代わる確認書と障害者控除対象者認定書の交付—

　介護認定を受けておられ、確定申告をされる方で、確認書・認定書の交付を希望される方の申請を受
け付けます。

【おむつ使用証明に代わる確認書】
○申請できる方
　平成19年中におむつを使用している要介護者で、おむつの医療費控除を前年に引き続き受けられる方
○�前年におむつの医療費控除を受けておられない方は、主治医の「おむつ使用証明書（用紙は税務署に
お問い合せください。なお、確定申告期間中は市役所税務課、市民窓口センター、各支所にもありま
す。）」が必要です。

【障害者控除対象者認定書】
○申請できる方
　�要介護者で、甲賀市障害者控除対象者認定書の交付に関する要綱第３条の各号に該当する方（既に認
定を受けておられる方は状態に変更がないかご確認ください。）
　各申請書は、市民窓口センター、各支所に備え付けています。

問い合わせ：介護福祉課　介護保険係　TEL：65−0698、FAX：63−0485

◎�各地域に次の日程で相談日を設けましたので、該当する申告会場をご利用ください。なお、
該当する日に都合が付かない方は、他の日や会場でも受け付けます。
◎�甲賀市の申告相談会場では、平成20年１月１日現在、甲賀市に住民登録のある方のみが
対象です。
◎時間はいずれの会場も9:00〜12:00、13:00〜16:00です。

平成19年分　　　申告相談日程及び会場

水　
　
　

口

【会場】水口社会福祉センター　福祉ホール
駐車場の台数が限られていますので、できるだけマイカーでのご来
場はご遠慮ください。
※�水口社会福祉センターへの電話問い合わせは受け付けていません。

所得税
住民税

甲　
　
　
　
　

南

【会場】甲南庁舎　２階　大会議室

月日 曜 対　象　地　区
2/18 月

北内貴・宇川・三大寺・三本柳・虫生野・
貴生川・虫生野虹の町・高山・岩坂・杣中・
牛飼・山上

19 火
20 水
21 木
22 金
25 月

新城・今郷・和野・中畑・嶬峨26 火
27 水
28 木

春日・八田・下山・山・伴中山29 金
3/3 月
4 火
5 水

宇田・酒人・北脇・植・泉・北泉6 木
7 金
10 月 名坂・松尾・町中 (まちなか )の農業所得

者11 火
12 水 営業等所得者・上記以外の所得者13 木
14 金 未相談者17 月

月日 曜 対　象　地　区
2/18 月

第３学区19 火
20 水
21 木

中部学区
22 金
25 月
26 火
27 水

第２学区28 木
29 金
3/3 月

希望ケ丘学区
4 火
5 水

第１学区

6 木
7 金
10 月
11 火
12 水
13 木
14 金 営業等所得者
17 月 未相談者
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国民健康保険税・介護保険料の支払証明の必要な人へ

　市民窓口センター・各支所で発行します。
　なお、甲賀市の各申告相談会場で申告される人については、国民健康保険税・介護保険料の支払証明は必要
ありません。（他の市区町村での支払分を除く。）

住宅借入金等特別税額控除（住民税の住宅ローン控除）

　所得税から住民税への税源移譲により所得税が減少したため、所得税の住宅ローン控除を平成19年分所得税
から控除しきれない額が発生した場合、市民税県民税住宅借入金等特別税額控除申告書を３月17日までに提出
してください。提出先について、給与所得者で年末調整により所得税の住宅ローン控除をされた方で所得税の
確定申告をしない方は、給与所得の源泉徴収票を添付して市役所税務課へ、また、所得税の確定申告書を提出
される方は所得税の確定申告書とともに税務署へ提出してください。

農業所得の収支計算

水稲・麦・大豆・出荷野菜等の農作物を栽培されている人は農業所得の収支計算が必要です。
■対象となる作物・・・水稲・麦・大豆・出荷野菜・茶・果樹・花　等
■収入と必要経費の集計について
　収　　入……出荷伝票、納品書控、通帳等で平成19年中の収入金額
　必要経費……�平成19年中の肥料、農薬、種子、水利費、土地改良費、減価償却費等の経費
■収支計算方法　収入金額−必要経費＝所得金額
■書類の保存　　伝票やJAの組合員勘定も必要です。整理し保存しておいてください。
　　　　　　　　平成19年分収支内訳書（農業所得用）を作成し、申告相談にお越しください。

申告相談の注意事項

◎申告時には扶養控除等の判定のため、家族全員の所得のわかる書類も持参してください。
◎�医療費控除を受ける場合は、領収書を医療を受けた人ごとの病院ごとの支払日順に並べ、合計額を計算して
持参してください。
◎�振替納税を利用する場合は、申告者本人の口座番号、金融機関名、支店名がわかるものと金融機関に届出の
印鑑を持参してください。
◎還付が見込まれる場合は、申告者本人の口座番号、金融機関名、支店名がわかるものを持参してください。
◎昨年の確定申告書および収支内訳書の控えをお持ちの方は、必ず申告相談に持参してください。
◎�農業所得の申告方法の変更（収支計算による申告）により、混雑することが予測され、待ち時間が長くなる
ことがありますのでご了承ください。
◎次の申告については、受付できませんので、税務署の申告会場で申告をしてください。
　◦譲渡所得のある人　◦住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人　◦雑損控除を受ける人
　◦青色申告の人　◦消費税の申告　◦事業所得（農業・営業等所得）の合計収入額が1,000万円以上の人
　◦その他複雑な内容の申告

問い合わせ
住民税（市県民税）について──甲賀市役所税務課　TEL65−0679　FAX63−4574
所得税について───────水口税務署　　　　TEL62−0314

確定申告・住民税申告のご案内
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　所得税および住民税は、納税者が自分で１年間の所得とその税額を計
算して申告することとなっています。まもなく申告の受付が始まります。
下記の注意事項を読んでいただき、申告書を税務署または市役所へ提出
をお願いします。
　もし所得税の申告をしなければならないのに期限までに申告しなかっ
たり、誤った申告をすると後で、不足の税金を納めるだけでなく、加算
金や延滞金も納めなければなりません。また、所得税の申告が不要な人
でも住民税の申告は必要です。申告されないと様々な制度等で所得証明
等が必要なときに必要な証明書の発行ができなくなります。控除対象配
偶者や扶養親族となっている場合を除き、収入が無い方でも申告が必要
となりますので、分からない場合は、税務署もしくは市役所税務課まで
お問い合わせいただき、申告漏れとならないよう確認をお願いします。

申告をしなければならない人

■所得税
　①　給与の収入金額が2,000万円を超える人
　②　�年末調整を受けた給与所得や退職所得以外の所得（農業所得、不動産所得、雑所得など）の合計額が20

万円を超える人は所得税の確定申告が必要です。20万円以下の人は住民税申告が必要です。
　③　給与所得者で平成19年の途中に退職や転職をした人で年末調整を受けていない人
　④　日雇いやパートタイマーなどで働いていた人
　⑤　給与所得以外の所得があった人
　⑥　雑損控除、医療費控除、寄付金控除等を受けようとする人
■住民税
　①　上記に該当するが、計算上、所得税がかからない方　　
　②　所得がなく、かつ、家族等の扶養親族または控除対象配偶者ではない方
　③　給与所得が年末調整済で、所得税がかかっていない方で、住民税で医療費控除等を受けようとする方

申告に必要な書類等

ア　印鑑（申告書記入時に捺印が必要です。）
イ　家族の中に給与をもらっている人がいれば、それらの人も含めたすべての源泉徴収票
ウ　国民年金や厚生年金、退職年金などの公的年金等をもらっている人は、公的年金等のすべての源泉徴収票
エ　一時所得や譲渡所得のあった場合は、その金額のわかる関係書類
　　注）譲渡所得のある人は、税務署で申告してください。
オ　不動産所得のある場合は、その内容のわかる支払調書、固定資産税課税明細書等
カ　�国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料、任意継続の健康保険料を支払っている人は、その領収書（国
民年金保険料と国民年金基金保険料の場合は証明書を添付）

キ　�生命保険や個人年金の保険料を支払っている人は、支払保険料や掛金の金額などの証明書（いずれも、年
末調整で提出した分は除く。）

ク　�損害保険（長期）の保険料、地震保険の保険料を支払っている人は、支払保険料や掛金の金額などの証明書
ケ　�医療費控除を受けようとする場合は、医療費の領収書、介護費用にかかる厚生労働省指定の領収書。また
健康保険組合や生命保険会社等の高額療養費、家族療養給付金、入院給付金等を受けられた場合はその金
額のわかる明細書。おむつ使用証明書。

コ　障害者手帳等を交付されている人は、障害者手帳等
サ　ねたきり老人の認定を受けた人は障害者控除対象者認定書
シ　その他、所得の計算や所得控除について必要と思われる書類

　　このページはp13→p10の順でお読みください。☞

《申告相談受付期間》

平成20年2月18日㈪〜3月17日㈪（土・日は除く）所得税の
確定申告
・

住民税申告
のご案内
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n

甲
賀
の
文
化
を
体
験（
甲
南
太
鼓
）

　12月９日㈰、忍の里プララで国際交流フェスタ2007が
開催されました。
　このイベントは、世界の文化に触れ、気軽に国際交流、
国際理解を深める場として毎年開催されています。
　ステージでは、和太鼓やバンド演奏の他、姉妹都市交
流事業に参加した市内の中学生の方などによる国際交流
フォーラムが行われ、国際交流の大切さや魅力について
熱心なディスカッションが行われました。
　会場内に設けられたブースでは、世界各国の文化や関
係団体の活動の紹介のほか、各国の食べ物が販売され、
世界の食を手軽に味わえるとあって大盛況でした。
　多くの国の人、多くの国の文化が集まったこの日、よ
り世界を身近に感じることができました。

　

12
月
18
日（
火
）、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
市
内
の
中
学
生
と
、
韓
国

利
川
市
の
中
学
生
が
手
打
ち
う
ど
ん
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
利
川
市
と
の
交
流
事
業
の

な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
日
韓
の
中
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
小

麦
粉
を
こ
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
、
伸
ば
し
た
生
地
を
切
っ
て
麺
に
す
る
ま

で
の
全
て
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
作
業
に
悪
戦
苦
闘
な
が
ら
も
、
粉
ま
み
れ
の
な
か
笑
い
声

が
絶
え
な
い
楽
し
い
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
事
業
は
利
川
市
の
中
学
生
が
12
月
15
日（
土
）
か
ら
19
日

（
水
）
ま
で
市
内
の
中
学
生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
以
外
に
も
手
裏
剣
投
げ
や
交
流
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
多
く
の
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
管
楽
器
が
奏
で
る

　
　
　
　

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

～
か
ふ
か
S
o
u
n
d 

G
i
f
t 

2
0
0
7
～

　

12
月
15
日（
土
）、
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
、
か
ふ

か
S
o
u
n
d 

G
i
f
t 

2
0
0
7
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
つ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ

ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
チ
ュ
ー
バ
の
金
管
五
重
奏

と
ド
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
の
奏
者
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」「
ち
び
ま
る
子
ち

ゃ
ん
」
な
ど
私
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
歌
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
馴
染
み
の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
ポ
ッ
プ

ス
が
ま
っ
た
く
違
っ
た
楽
器
、
ア
レ
ン
ジ

で
演
奏
さ
れ
る
と
、
新
た
な
魅
力
が
出
て

き
ま
す
。
場
内
に
は
歌
詞
の
テ
ロ
ッ
プ
も

映
し
出
さ
れ
、
迫
力
あ
り
そ
し
て
優
雅
な

演
奏
の
中
、
来
場
の
皆
さ
ん
は
大
合
唱
で

し
た
。

　

ま
た
、
楽
器
の
演
奏
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
ち
び
っ
子
ド
ラ
マ
ー
が
叩
く
ド

ラ
ム
に
合
わ
せ
て
の
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」
の
演
奏
が
ば
っ
ち
り
決
ま
る
と
、

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

う
ど
ん
を
通
じ
て
日
韓
交
流
～
利い
ち
ょ
ん川
市
交
流
で
体
験
～

～
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7
～

世界の文化が集結

n �

抜群のリズム感、ちびっ子
ドラマー
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奥
島
誠
さ
ん（
甲
賀
町
）が
、ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
共
和
国
へ
青

年
海
外
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
ま
す
。

　

奥
島
さ
ん
は
、自
動
車
の
２
級
整
備
士
の
資
格
を
生
か
し
、ケ

ニ
ア
の
自
動
車
整
備
の
訓
練
学
校
の
指
導
者
と
し
て
活
動
さ
れ

ま
す
。

　

12
月
18
日（
火
）、出
発
に
先
立
ち
、市
役
所
を
訪
れ
、中
嶋
市
長

へ「
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
選
ん
だ
仕
事
、国
際
協
力
の
中

の
世
界
の
一
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
。」と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
嶋
市
長
か
ら
は「
こ
の
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、誇
ら
し
い
日
本
の
仕
事
を
見
せ
て
ほ

し
い
。」激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
現
地
で
活
動
さ
れ
る
奥
島
さ
ん
、

ケ
ニ
ア
の
自
動
車
産
業
へ
貢
献
さ
れ
、ま
た
、自
分
自
身
も
た
く

ま
し
く
な
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　盲導犬は、目の不自由な方
を支える大切なパートナーと
して、家族として全国で活躍
しています。国内初の盲導犬
「チャンピィ」が県内で活動を
始めて50年がたちました。
　12月６日㈭から17日㈪まで、
甲南図書交流館で国産盲導犬
誕生50周年記念写真展が開催
されました。会場では、チャ
ンピィやこれまで県内で活躍
した盲導犬の活動の写真が展
示され、人と犬の言葉を超えた心の通い合いが紹介されま
した。
　また15日㈯には、盲導犬ユーザーとの交流会が開催され、
盲導犬とふれあうコーナーや、ユーザーの方の盲導犬との
生活のお話などがありました。
　実際の交流を通して盲導犬の活躍を知ることができた貴
重な機会となりました。

自
動
車
整
備
技
術
を
ケ
ニ
ア
で

～
青
年
海
外
協
力
隊
・
奥お

く
し
ま島

誠ま
こ
と

さ
ん
～

大切なパートナー、私たちも交流
～盲導犬ユーザーとの交流会～

n

盲導犬ユマとのふれあい

　

き
ち
ん
と
揃
え
ら
れ
た
わ
ら
束
と
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
水
。
子
ど
も
か
ら
の

「
こ
の
水
、
何
に
使
う
の
？
」
と
の
質
問
に
「
神
様
の
も
の
を
作
る
か
ら
き

れ
い
な
水
を
使
う
ん
や
。」
と
や
さ
し
く
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
奥
野
勇

さ
ん
。
今
回
の
し
め
縄
名
人
の
一
人
で
す
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
受
講
生
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
60
人
。「
世
代
を

超
え
た
交
流
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
公
民
館
長
の
言
葉
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
名
人
た
ち
を
囲
ん
で
、
ま
ず
は
し
め
縄
作
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

わ
ら
を
す・

・

・
ぐ
る
（
ハ
カ
マ
を
と
っ
て
揃
え
る
）、
木
づ
ち
で
か・

・つ
（
た
た

い
て
柔
ら
か
く
す
る
）、
縄
を
な・

・う
（
わ
ら
を
よ
り
合
わ
せ
て
１
本
に
す
る
）

わ
ら
で
つ
な
が
る
心
と
心

〜
世
代
を
超
え
た
わ
ら
細
工
体
験
・
12
月
15
日
貴
生
川
公
民
館
〜

寄
稿
◎
17
・
18
年
度
ま
ち
か
ど
特
派
員　

杉す
ぎ
や
ま山　

祐ゆ
う

子こ

n

両足も駆使して

な
ど
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
飛
び
交
い
ま
す
。
み
ん

な
夢
中
で
わ
ら
と
格
闘
し
て
―
―
30
分
も
す
る
と
い
ろ

ん
な
し
め
縄
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

慣
れ
て
く
る
と
、
難
し
い
「
わ
ら
草
履
」
に
挑
戦

す
る
人
も
。「
昔
は
学
校
へ
履
い
て
い
っ
た
ん
や
。」

と
信
楽
の
中
川
キ
ク
さ
ん
。「
う
ー
ん
、
そ
の
や
り
方

は
反
対
や
。」
と
甲
南
の
中
辻
清
夜
子
さ
ん
。
い
つ
の

間
に
か
あ
ち
こ
ち
に
先
生
が
で
き
て
、
楽
し
い
会
話

が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

わ
ら
ま
み
れ
に
な
っ
た
け
ど
、
自
分
で
作
っ
た
作

品
を
飾
っ
た
り
身
に
着
け
た
り
す
る
気
分
は
格
別
で

す
。「
気
持
ち
い
い
。」
と
草
履
を
履
い
て
は
し
ゃ
ぐ

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
伝
え
教
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
、

素
晴
ら
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
今
年
も
き
っ
と
よ
い

年
に
な
り
そ
う
──
そ
ん
な
笑
顔
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

n

中嶋市長に決意を述べる奥島さん
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問い合わせ
健 康 推 進 課
健 康 推 進 係
母 子 保 健 係
水口保健センター
土山保健センター

☎ 65ー0703　  63ー4591
☎ 65ー0704　  63ー4591
☎ 62ー5336　  62ー5418
☎ 66ー1105　  66ー1564

甲賀保健センター
甲南保健センター
信楽保健センター

☎ 88ー6556　  88ー6557
☎ 86ー5934　  86ー5974
☎ 82ー3113　  82ー3138

予防接種
対　象　者実施保健センター（会場）実　施　日事　業　名

BCG

1日（金） 甲　南 H19.8.3〜H19.11.2生

5日（火） 甲　賀 Ｈ19.8.7〜Ｈ19.11.6生

8日（金） 土　山 Ｈ19.8.10〜Ｈ19.11.9生

28日（木） 水　口 Ｈ19.8.30〜Ｈ19.11.29生

乳幼児の教室

※時間・内容・持ち物などについては「健診・予防接種カレンダー」でご確認ください。

対　象　者実施保健センター実　施　日教　室　名

産後教室 20日（水）
水　口

H19.12月生
甲　賀

対　象　者実施保健センター実　施　日事　業　名

乳幼児健診

4か月児健診
21日（木） 水　口 H19.10月生

27日（水） 土　山 Ｈ19.9〜10月生

10か月児健診

6日（水） 甲　南 Ｈ19.3〜4月生

13日（水） 水　口 H19.3月生

20日（水） 信　楽
Ｈ19.3〜4月生

27日（水） 土　山

1歳8か月児健診

5日（火） 水　口 Ｈ18.6.1〜6.15生

12日（火） 土　山 Ｈ18.5〜7月生

15日（金） 甲　南 Ｈ18.6〜7月生

19日（火） 水　口 Ｈ18.6.16〜6.30生

2歳6か月児相談

13日（水） 水　口 Ｈ17.7月生

13日（水） 甲　賀 Ｈ17.6〜8月生

22日（金） 甲　南 Ｈ17.7〜8月生

3歳6か月児健診

4日（月） 水　口 Ｈ16.7.1〜7.16生

13日（水） 信　楽 Ｈ16.5.16〜7.31生

25日（月） 水　口 Ｈ16.7.17〜7.31生
※実施時間・内容・持ち物は、「健診・予防接種カレンダー」をご覧ください。
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健康づくりは健診（検診）から！健康づくりは健診（検診）から！
年間の健診（検診）日程の冊子「健診（検診）カレンダー」をみながら、1年間の検診計画をたてましょう。

2 月市民健康 カレンダー

献　血
申込締切種　類会　場実　施　日

14日(木) 水口保健センター 成分献血のみ 2月7日（木） 水　口

問い合わせ
保健センター

※注意事項がありますので、詳しくは各保健センターまでお問い合わせください。

検　診　名申込先
指定医療機関 子宮がん検診 受付中～ 3月31日（月)

申込期間

※申込方法等詳しくは健診（検診）カレンダーをご覧ください。

申込 病院で実施する検診

実践しましょう
「大人の食育」PartⅡ

今回は、野菜たっぷりの「おろし汁」を紹介します。

①　大根をすりおろす
②　油揚げは湯通しして、１㎝角に切る。
③　人参はいちょう切り、しめじは小房に分ける
④　春菊は２㎝位の長さに切っておく
⑤　鍋に合わせだしを入れて火にかけ、煮立ったら人参、しめじと油揚げ、
春菊を加え、最後に大根おろしを汁ごと加える。

⑥　再び煮立ったら味を整え、かたくり粉でとろみをつけ、好みでゆず
の皮で仕上げ、器に注ぐ。

作り方材 料

エネルギー … 89kcal

たんぱく質 … 3.7g

カルシウム … 68mg

塩分　　　 … 1.3g

大根おろし
油揚げ
人参
しめじ
春菊
だし汁
酒
みりん
薄口しょうゆ
塩
かたくり粉
水

120g
60g
40g
1/2パック
40g
550ml
大さじ２（30ｇ）
小さじ２（12ｇ）
小さじ２（12ｇ）
小さじ1/2（3ｇ）
大さじ１
大さじ１

合
わ
せ
だ
し

　食生活は健康生活の源ですが脂質の過剰摂取や野

菜の摂取不足、朝食の欠食など、現在の食事には問題

があります。このように栄養の取りすぎや偏りによる

乱れた食生活は内臓脂肪をため込みやすくなります。

毎日の食生活を見直し内臓脂肪を減らしましょう。

『だし』
を

とろう

●４人分のだしに使う水の
量は、約４カップです。
●だしになる食材は、水の
2～4％の量が目安です。

昆布と
　　かつおだし

４人分
昆布５㎝×８㎝
かつお節 15～20g

昆布を水にいれて
しばらくおく

沸騰する前に取り出し、
かつお節をいれる

再び沸騰したら火を止め、
沈んだら取り出す

〈4人分〉

※夏場は梅干しの果肉を入れ、冷やすとさっぱり食べ
られます。また、季節の食材を使ってアレンジして
ください。各地域で健康推進員が料理講習会をして
います。気軽に声をかけてください。

問い合わせ…健康推進連絡協議会事務局（健康推進課内）　 65-0703　 63-4591
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ご自宅のパソコンから申告などの手続きが簡単にできます。
詳しくは  イータックス  で検索（www.e-tax.nta.go.jp）

ｅ-Taxをご利用ください

臨時職員（パート調理員・
用務員）募集

雇用期間／平成20年4月1日〜
平成20年9月30日
（6か月の更新あり）

募集人員／調理員　15名程度
　用務員　若干名

年　令／不問
雇用賃金／時給770円
勤務地／市内保育園・幼稚園
勤務条件／ 7：30～19：00の間の数時間
※詳細は下記にてご確認ください。
申込受付期間／ 1月15日（火）～

　　　　　　2月1日（金）
面　接／ 2 月上旬

（面接日時は受付時に指定）
問・申…こども未来課
　　 86-8179　 86-8380
　　甲賀公共職業安定所
　　 62-0651　 63-1825

雇用期間／平成20年4月1日〜9月30日（6ヵ月の更新1回あり）ただし、産休・育休
職員の代替の場合は雇用期間が短くなることがあります。

その他の条件／年齢は不問、社会保険加入
申込期間／ 1月21日（月）〜2月8日（金）の執務時間中
面　接／ 2月中旬（日時と場所は申し込み時に指定させていただきます。）
※募集人数、勤務形態等詳しくはお問い合わせください。

問・申…職員課　　　　　　　 65-0668　 63-4554
　　甲賀公共職業安定所　 62-0651　 63-1825

市臨時職員募集
募集職種

※人事の関係上募集を取りやめることがありますのでご了承ください。

募集職種 必要な資格・経験 月額（円） 予定勤務地

事 務 員
基本的なパソコン操
作ができる方

130,200
水口庁舎、支所、
各出先機関

作 業 員
普通自動車免許・
フォークリフト運転
技能講習修了者

180,000 甲南・信楽不燃物処理場

看 護 師 看護師資格 184,800 水口子育て支援センター

保健師または看護師 保健師または看護師資格 184,800 市内保健センター等

児童早期療育支援指導員
保育士または幼稚園
教諭免許

163,800 こじか教室

スポーツの森管理人 不問 130,200 水口スポーツの森

保 育 園 調 理 員 調理師免許 130,200 市内保育園

保 育 園 用 務 員 不問 130,200 市内保育園

図 書 館 司 書 図書館司書資格 151,200 市内図書館

学 校 用 務 員 不問 130,200 市内小・中学校

学校給食センター調理補助員 不問 130,200 水口学校給食センター

体 育 館 管 理 人 不問 130,200 市内体育館

公 民 館 事 務 員 不問 130,200 市内公民館

会　場／水口歴史民俗資料館会議室	 募集定員／ 30名（先着順）
応募締切／ 1 月 31日（木）		 	 受講費／ 2,000 円

問・申…水口町観光協会事務局　 65-0708　 63-4087

みなくち観光ボランティアガイド養成講座
「水口ふるさと歴史観光塾」受講生募集
　水口町観光協会 みなくち観光ボランティアガイド部では、３名以上で水口を観
光される団体・グループを対象に、名勝・旧跡をご案内しています。この度、ガイ
ドを養成する講座を開催し、受講生を募集します。

日　　時 講　座　内　容（予定）

①
2月9日（土）
13：30〜16：30

・講義「水口の歴史」
・実地研修「水口歴史民俗資料館」見学

②
2月23日（土）
13：30〜16：30

・講義「水口の城」
・実地研修「水口城資料館、城下町･宿場町」見学

③
3月8日（土）
10：30〜16：30

・講義「水口の文化財・産業」
・実地研修「水口の史跡・文化財」見学

④
3月22日（土）
13：30〜16：30

・講義「歴史を活かしたまちづくりと語り部」
・報告「ボランティアガイド部の活動」

子どもの健康セミナー
〜子どもの事故防止研修会〜

日　時／ 2月4日（月）13：30〜16：15
（受付13：00〜）

場　所／滋賀県立小児保健医療セン
ター１階研修室
（守山市守山5丁目7-30）

内　容／
講演：子どもの発達に応じた事故

防止のポイント
（目白大学人間学部人間福
祉学科教授　田

た な か

中哲
てつろう

郎氏）
実演：子どもに対する応急手当、

心肺蘇生法について
（湖南広域行政組合北消防署）

参加費／無料（申込不要）
※会場の駐車スペースに限りがありま
すので、できるだけ交通機関をご利
用ください。

問…滋賀県立小児保健医療セン
ター保健指導部

　　 077-582-6200
　　 077-582-6304
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①HPからカンタン申告	 ②最高5,000円の税額控除
	 ③添付書類が提出不要	 ④還付金がスピーディー

ｅ-Taxを利用して所得税の申告をすると

夜 空 旅 人（天体観望会）
1月26日（土）

「☆☆ 星のダイヤモンド ☆☆」
　日本では「すばる」と呼ばれるプレ
アデス星団は、おうし座にある星の集
まりで、肉眼で６個～７個、双眼鏡な
ら数十個の青白い星の集まりが見えま
す。
　古くは平安時代、清少納言の枕草子

第４回BNN
外国人による日本語
スピーチ大会

　日本語学習にいそしむ外国人の学習
者が学習成果を披露し、県内各日本語
教室の活動を県内の皆さんに理解して
いただき、知っていただく場として、
今大会は甲賀市で開催します。
　市内で日本語学習に取り組んでいる
生徒の発表もあります。
　日本語教室や日本語指導、外国の方
との交流に興味のある方など、ぜひお
気軽にお越しください。
日　時／ 2月10日（日）13：00〜16：30
場　所／碧水ホール
内　容／第１部：BNN外国人による

　　　　スピーチ大会
　　　　第２部：交流会
入場料／無料
主　催／びわこ日本語ネットワーク(BNN)
協　力／（財）滋賀県国際協会
問…甲賀市国際交流協会事務局
　　 / 63-8728

人権教育連続セミナー⑭
　第14回は、「甲賀人権文化創造のま
ちづくりをめざすつどい」との共催で
す。エッセイ等の朗読、小中学生によ
る人権作文の発表のあと、李

い

美
みよ ぷ

葉さん
より多文化共生社会の実現をめざし長
く取り組んでこられたご経験から講演
をいただきます。
　参加費は無料です。私たちの身近な
暮らしの中で、あらゆる人権について
考えていきましょう。

日　時／ 1月27日（日）13：20〜16：10
内　容／講演「ちがいは豊かさ～とも

　　　に生きる～」
講　師／李

い

　美
み よ ぷ

葉さん
会　場／甲賀農村環境改善センター

問…人権教育課
　　 86-8024　 86-8380

第3回甲賀市美術展覧会
親子で楽しむワークショップ

「自然の素材で作ろう！」
　美術展覧会の立体部門委員（彫刻家）
の指導のもと、木の枝や自然石を使っ
て作品を作ります。親子で一つの作品
を作ってみませんか。

日　時／ 3月2日（日）13：00〜16：00
場　所／碧水ホール
対　象／市内在住の小学生と保護者

(お子さんだけでも参加できます）
定　員／ 10名～15名

（文化振興課で受付中。定員に
なり次第受付終了）

参加費／無料

問・申…甲賀市美術展覧会実行委員会
　　（事務局：文化振興課）
　　 62-2626　 62-2625

要介護認定・要支援認定
更新手続きのご案内

　現在、要介護・要支援認定を受けて
おられるかたで介護保険被保険者証に
書かれている有効期間が平成20年1
月31日までの方には、更新申請書を
12月初旬に送付させていただきまし
た。更新申請手続きはお済みでしょう
か。
　今後も継続して介護保険サービスの
利用をご希望される方で、更新申請手
続きがお済みでない方は、平成20年
1月31日（木）までのなるべく早めに
最寄りの支所又は甲賀市民窓口セン
ター、水口社会福祉センター内介護福
祉課で手続きをしてください。

問…介護福祉課
　　 65-0699　 63-4085

みなくち子どもの森
しぜん学習会

「水鳥の観察」
　冬は、池にカモなど美しい水鳥が集
まります。野外で水鳥を観察した後、
室内で剥製を使って鳥の特徴をみてみ
ましょう。

日　時／ 2月3日（日） 9：00～ 12：00
雨天の場合は室内のみで実施

集合場所／みなくち子どもの森自然館
対　象／小学生～大人
定　員／ 30 人（先着順）
参加費／無料
持 ち 物 ／野外用の暖かい服装と帽子、

持っている人は双眼鏡・図鑑
申込方法／ 2 月 2日までに、参加者全

員の氏名・年齢か学年・住所・
電話番号を下記までご連絡く
ださい。

問・申…みなくち子どもの森自然館
　　 63-6712　 63-0466

こども芸能フェスティバル
　狂言、和太鼓、舞踊、三曲など、甲
賀市内のこどもたちが繰り広げる芸能
フェスティバルを今年も開催します。

日　時／ 1月27日（日）　13：30〜
10：30からは呈茶席があります。

入場料／無料（整理券が必要）
整理券配布場所／各支所・あいこうか

市民ホール・忍の里プララ・
あいの土山文化ホール

会　場／あいこうか市民ホール

問…あいこうか市民ホール
　　 62-2626　 62-2625 公共交通機関を利用しましょう

　手軽に気軽に公共交通を利用して
いただくために、お得なチケットが
発売されています。ご存知ですか？
例えば…
甲賀市コミュニティバスが１日乗り放題
になる「１DAYチケット」（おとな500円、
こども250円）親子やご近所、友達同士で
市内を周遊してみませんか？
　周遊コースについてのお問い合わせや
ご相談もお受けします。

の中でも、「星はすばる・・・」とうたわ
れていて、数ある星の中でもすばるが
最も美しくきれいであるとたたえてい
ます。
　私たちの目を十分に楽しませてくれ
るこの天体はまるで星のダイヤモンド
のようです。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30〜21：30（先着40名）
受　付／下記までお電話ください

問・申…かふか生涯学習館
　　 88-4100　 88-5055
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市職員や税務署職員を名乗る不審な電話による振り込め詐欺が
多発しています。皆さんご注意を。

親子プレイステーション事業　〜 2 月の行事予定〜

※参加対象は、甲賀市内の未就学児と
その保護者の方です。どの地区にも
参加していただけます。

※行事予定の詳しい内容については、
各担当にお問い合わせください。

親子プレイステーションは、「体験」や「ふれあい遊び」・「学び」
などを通して、家庭教育サポーター（生涯学習支援ボランティア）
の協力のもと「子育て」の時間をゆたかに深めるための場所です。

プレイステーションプレイステーション
信楽親子信楽親子

（スマイルキッズ）

 開催時間　10：00 〜 12：00

●  1 日（金）信楽中央公民館
　「世代間交流（節分のつどい）」
●  8 日（金）信楽中央公民館
　「指編みでマフラーを作ろう①」
● 15日（金）信楽中央公民館
　「指編みでマフラーを作ろう②」
● 22日（金）信楽公民館
　「わらべうた」
● 29日（金）信楽中央公民館
　「ひな人形をつくってみよう」

問…信楽中央公民館
82-8075　 82-2463

甲賀親子甲賀親子
プレイステーションプレイステーション

 開催時間　10：00 〜 12：00

ホッとスペース
●   4 日（月）佐山荘
● 18日（月）上野教育集会所

あそぼう広場【にんくる児童館】
●   6 日（水）「お母さんの勉強会」
● 13日（水）「運動あそび」
● 20日（水）「おひなさまの冠作り」
● 27日（水）「ひなまつり会」
問…かふか生涯学習館

88-4100　 88-5055

 開催時間　10：00 〜 11：30

● 20日（水）　かえで会館
　「バルーンアート」
　定員／15組（要申込）

　問・申…かえで会館
86-4363　 86-4958

かえで子育て広場かえで子育て広場

労働相談所をご利用ください
　県では、労働者や事業主の方が、労働
に関する悩みごとについて相談できる労
働相談所、通話料無料の労働相談ダイア
ルを設置しています。
　相談は無料で秘密厳守です。匿名でも
相談できます。お気軽にご相談ください。

相談時間／平日10：00〜20：00
祝日17：00〜20：00
土・日10：00〜16：00

労働相談ダイアル／
 0120-967164

問…滋賀県労働相談所
　　草津市大路1丁目1-1エルティ草津3階
　　 / 077-564-2030

裁判員制度フォーラム
〜あなたも体験してみませんか〜

　裁判員制度をご理解いただくため、
裁判員制度フォーラムを開催します。

日　時／ 2月16日（土）
13：10〜16：30

場　所／あいこうか市民ホール
内　容／裁判員制度の説明・裁判員模

擬裁判ビデオ上映・会場のみ
なさんと裁判官とで模擬評議

定　員／ 100名（先着順）・入場無料
申込締切／ 2月15日（金）
※お電話でお申し込みください。（土、
日、祝日を除く9：00〜17：00）

問・申…大津地方裁判所事務局
総務課庶務係

　　 077-522-4281（内224）
　　 077-522-4200

法　律　相　談
日　時／ 2月6日（水）13：00〜16：00
場　所／老人福祉センター
　　　　　　　フィランソ土山
※1月23日（水）8：30から予約受付
定　員／６名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です

相談日の2週間前から電話・
来所により先着順です。

予約先／甲賀市社会福祉協議会
水口社会福祉センター２階

予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
※相談は無料で秘密は厳守します。

問…甲賀市社会福祉協議会
　　 62-8085　 63-2021
　　社会福祉課
　　 65-0700　 63-4085

水口子育て広場水口子育て広場
おしゃべりサロンおしゃべりサロン

 開催時間　10：00 〜 12：00

● 5日（火）水口中央公民館
　「子育てスタート講座」
　対象／7か月未満児とその保護者
● 7日（木）貴生川公民館
　「親子みそ作り講座」
　定員／10組（要申込）　有料
　対象／3才以上児とその保護者
● 14日（木）岩上公民館
　「子育てに音楽を」
● 21日（木）貴生川公民館
　「のぞいてみよう絵本の世界」
● 26日（火）柏木公民館
　「フリートーク〜保護者の本音〜」
● 28日（木）伴谷公民館
　「音楽おはなし会」
 開催時間　10：00 〜 11：30

育て！元気っこ広場
①8・15日（金）　②22・29日（金）
場　所／かえで会館
対　象／①２才児とその保護者

②３才以上児とその保護者
内　容／寒さに負けない体づくりほか
定　員／各20組　1月31日（木）締切
問・申…生涯学習課

86-8022　 86-8380
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リトルひろば（子ども童謡ひろば）　
　日時＞2/5（火）10：00〜11：30
　対象＞未就園児とその保護者

リトルひろば（歌とおはなし）
　日時＞2/12（火）10：00〜11：30
　対象＞未就園児とその保護者（要申込）

リトルひろば（クッキング）
　日時＞2/19（火）10：00〜11：30
　対象＞未就園児とその保護者
　場所＞甲賀創建館薬膳調理室
　持ち物＞エプロン・三角巾

リトルひろば（園訪問）
　日時＞2/26（火）10：00〜11：30
　対象＞未就園児とその保護者
　場所＞油日幼稚園・甲賀西保育園南分園

ひよこサロン
　日時＞2/1、15（金）　10：00〜11：30
　対象＞0〜1歳児とその保護者
　場所＞甲賀創健館フィットネスルーム

ひよこサロン（園訪問）
　日時＞2/8（金）　10：00〜11：30
　対象＞0〜1歳児とその保護者
　場所＞甲賀西保育園

甲賀子育て支援センター
☎88−8115  88−8145

子育て支援センターだより 2月

場所の掲載がないものは、「各子育て支援センター」で
行います。特に掲載がない場合でも、各自必要な持ち
物（お茶、タオル、着替え、帽子など）をお持ちください。

各支援センター等で実施する事業は各支所エリアの方を対象とします。
詳しくは、各支援センターにお問い合わせください。

【利用時間】月曜日〜土曜日9：00〜17：00
【休館日】　 日曜日、祝日、年末年始

にこにこランド
　日時＞2/7（木） 10：00〜11：30
　対象＞1歳半からの未就園児とその保護者
　　　　（あんよが出来たら）
　場所＞ 土山保育園

アレルギっ子のつどい
　日時＞2/8（金） 10：00〜11：30
　対象＞アレルギーを持つお子さんとその保護者
　その他＞アレルギー用食品の情報交換
　　　　　（資料をお持ちください）

土山子育て支援センター
☎66−0375  66−2012

つくしんぼひろば（ころころコース）
　自由遊び
　日時＞2/5、19（火） 10：00〜11：30
　対象＞0 ～ 1歳半の未就園児とその保護者

つくしんぼひろば（ぴょんぴょんコース）
　小麦粉粘土遊び
　日時＞2/6（水） 10：00〜11：30
　対象＞1歳半～ 3歳未就園児とその保護者

　自由遊び
　日時＞2/20（水） 10：00〜11：30
　対象＞1歳半～ 3歳未就園児とその保護者

つくしんぼひろば（わくわくコース）
　小麦粉粘土遊び
　日時＞2/13（水） 10：00〜11：30
　対象＞3歳以上の未就園児とその保護者
　自由遊び
　日時＞2/27（水） 10：00〜11：30
　対象＞3歳以上の未就園児とその保護者

出前広場
「つくしんぼひろばがやってきた」
　新聞遊び
　日時＞2/8、15、29（金） 10：00〜11：30
　対象＞未就園児とその保護者
　場所＞  8日：伴谷公民館
　　　　15日：貴生川公民館
　　　　29日：岩上公民館

子育て講座「子どもの病気」
　日時＞2/4（月） 10：30〜11：30
　対象＞未就園児とその保護者
　定員＞20組　（要申込）

水口子育て支援センター
　　　　　☎/ 65−5511

赤ちゃんのおへや
　日時＞2/4（月）　10：00〜12：00
　対象＞０歳の未就園児とその保護者

すくすく！ BABY
　日時＞2/18、25（月）　10：00〜12：00

甲南子育て支援センター
　　　　　☎/ 86−0949

信楽子育て支援センター
　　　　　☎/ 82−2799

あかちゃんひろば
　日時＞2/7、21（木） 10：30〜12：00
　対象＞0〜1歳のお子さんとその保護者

妊娠中のお母さんとお父さん

サークルはじめましての集い
　日時＞2/14（木） 10：00〜12：00
　対象＞H19.1・2・3月生まれの未就園児

とその保護者

子育て講座　ママ＆パパ・ヨガ
　日時＞2/8（金）10：00〜12：00
　　　　(１時間ずつ２交代で）
　対象＞未就園児の保護者　（要申込）
　場所＞信楽中学校ミーティングルーム
　　　　(託児：信楽子育て支援センター）

子育て講座
心ほぐしハート＆トーク
　日時＞2/28（木）10：00〜12：00
　対象＞未就園児の保護者　（要申込）

パパッとあつまれ！　　　　　　　
（手作りおもちゃ：ポットン落としづくり）
　日時＞2/23（土）  10：00〜12：00
　対象＞未就園児とお父さん

神山子育てサロン（親子クッキング）
　日時＞2/27（水）  10：00〜12：00
　対象＞神山地区の未就園児とその保護者
　場所＞神山ふれあい会館
　持ち物＞エプロン、三角巾(親子共）
　　　　　お茶、手ふき,など　

チャチャっ子広場
　日時＞2/15（金） 10：00〜11：30
　対象＞1歳半からの未就園児とその保護者
　　　　（あんよが出来たら）
　場所＞ 土山支所2階

こっこ広場（赤ちゃん広場）
　日時＞2/19（火） 10：30〜11：30
　対象＞0歳～ 1歳の未就園児とその保護者

おひさまポケット
　日時＞2/26（火） 10：30〜11：00
　対象＞未就園児とその保護者　

　対象＞0・1歳の未就園児とその保護者

のびのび！ KIDS
　日時＞2/7、14、21、28（木）10：00〜12：00
　対象＞２歳以上の未就園児とその保護者

オープンハウス　午後の部
　日時＞2/7、14、21、28（木）13：00〜15：00
　対象＞未就園児とその保護者

午前の部「ほっこりルーム」（個人利用）
　日時＞2/2、9、23（土） 9：30〜12：00
　対象＞未就園児とその保護者

午後の部「ほっこりルーム」（個人利用）
　日時＞月・火・水・土曜日13：00〜16：30
　対象＞未就園児とその保護者

ほっと子育て相談
　日時＞2/16（土）　9：30〜11：30
　対象＞未就園児とその保護者
　担当＞保健師・保育士　（要予約）
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図書館カレンダー 休館日
閉館作業日2月

開館時間
１０：００～１8：00
貸出冊数
本：１人１０冊3週間
電話番号 ６６-１０５６
FAX番号 ６６-１０６７

おはなし会　　　　 16：００～１６：３０/水6

おはなし会　　　　 16：００～１６：３０/水13

おはなし会　　　　 16：００～１7：0０/土23

おはなし会　　　　 16：００～１６：３０/水27

水口図書館

開館時間
１０：００～１７：３０
貸出冊数
本：１人１０冊１５日間
電話番号 ６３-７４００
FAX番号 ６３-４７３７ 移動図書館　伴谷方面②

　　　　　　伴谷小学校
/水6

移動図書館　松尾・岩上方面④
　　　　　　伴谷東小学校

/金1 移動図書館　貴生川方面③
　　　　　　貴生川小学校

/木7

移動図書館　柏木・伴谷方面①
　　　　　　柏木小学校

/火5

うさぎのミミおはなし会　１４：００～１４：3０/土2

おはなしどんどん　   １４：００～１４：3０/土16

開館時間
１０：００～１8：0０
貸出冊数
本：１人１０冊3週間
電話番号 ８６-１５０４
FAX番号 ８６-１５０５

夜間開館　　　  　21：0０まで

/金15 音訳グループみみずく
対面朗読（事前予約要） 13：3０～15：3０

夜間開館　　　  　21：0０まで

/金1 音訳グループみみずく
対面朗読（事前予約要） 13：3０～15：3０

夜間開館　　　　  21：0０まで/金8 夜間開館　　　　  21：0０まで/金22

夜間開館　　　　  21：0０まで/金29

おはなしタイム　　   11：0０～11：3０
（乳幼児向けお話会）

/土9 おはなしたまてばこ　おはなし会
（乳幼児向け） 　　　　 14：0０～14：3０

/土23

信楽図書館

開館時間
１０：００～１8：00
貸出冊数
本：１人20冊3週間
電話番号 ８２-０３２０
FAX番号 ８２-３９２１

●油日方面①
●佐山方面②
●大原方面③
●小学校

甲賀図書情報館
移動図書館車
巡回コース

五反田会館前（10：00～10：30） ふれあい会館高嶺前（10：45～11：15） 和田倉庫前（14：00～14：30） 毛枚倉庫前（14：45～15：15）
神保農事集会所前（10：00～10：30） 隠岐公民館前（10：45～11：15） 小佐治公民館前（14：00～14：30） 甲賀木彩館前（岩室）（14：45～15：15）
櫟野公民館前（10：00～10：30） 甲賀農村婦人の家前（神）（10：45～11：15） 大原上田公民館前（14：00～14：30） 大久保公民館前（14：45～15：15） 
油日小学校（12：55～13：40） 佐山小学校（12：55～13：40） 大原小学校（12：55～13：40）

●柏木・伴谷方面①
●伴谷方面②
●貴生川方面③
●松尾・岩上方面④

水口図書館
移動図書館車
巡回コース

泉公民館（10：00～10：20） 柏木公民館（10：40～11：00） 桜ヶ丘（15：00～15：20） 
広野台西区集会所（10：00～10：20） 広野台東区集会所（10：40～11：00） 八田公民館（15：00～15：20） 
貴生川公民館（10：00～10：20） 宇川会館（10：40～11：00） 
松尾台（10：00～10：20） 松尾団地（10：40～11：00） 岩上公民館（15：00～15：20）

開館時間
１０：００～１8：00
貸出冊数
本：１人１０冊3週間
電話番号 ８８-７２４６
FAX番号 ８８-７００５

甲賀図書情報館

紙ふうせんおはなし会
（小さい子向き） 　　　　 11：００～11：3０

/土23

ちびっこ読書クラブ 
（満3歳以上対象）  　　 14：００～15：0０

/土9

移動図書館　大原方面③/金1

移動図書館　油日方面①/金8

移動図書館　佐山方面②/金15

日曜映画会
「植村直己物語」　　　14：0０～16：20

/日24

  ふるる日曜名画座
「俺たちに明日はない」
　　　　　　　 　　　　　14：0０～16：10

/日17

土山図書館 日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29

ティータイム・コンサート　15：0０～16：0０/日24

おひざでだっこ
　（乳幼児おはなし会）　　11：0０～12：00

/木21

移動図書館　水口小学校/水13

移動図書館　綾野小学校/金8

甲南図書交流館

日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29

おひざでだっこ
　（乳幼児おはなし会）　　11：0０～12：00

/木7

おはなし会　　　　 16：0０～17：0０/土9

蔵書点検のため休館

移動図書館　大原方面③/金22

移動図書館　油日方面①/金29

蔵書点検［2/20（水）～23（土）］
のため休館します

22広報あいこうか2008.1.15



相談コーナー
　人権問題に関する悩みごとや、相談したいことをお伺
いし、必要に応じて情報提供を行います。

場所・相談日／
　水口福祉センター２階身障研修室　　14日（木）
　土山開発センター２階談話室 　　　　  5日（火）
　甲賀支所１階第１相談室　　　　　　  4日（月）
　甲南庁舎２階団体室　　　　　 　　  19日（火）
　信楽開発センター１階会議室F 　　　　   8日（金）
時間／ 13：30～ 16：00
問…人権政策課　 65-0693　 63-4582

人権・よろず相談

　市教育委員会教育研究所では、下記の相談場所で臨床
心理士やカウンセラーによる教育相談を実施しています。
予約制となっています。お子さまのことで悩みごとや困っ
ておられることがあれば、下記までお問い合わせください。
問い合わせ受付／ 土・日・祝日を除く8：30〜17：15

場所／ 甲賀市適応指導教室、土山開発センター談話室、
かふか生涯学習館教育相談室、甲南庁舎２階教育研
究所、信楽子育て支援センター 2階やまびこ相談室

問…教育研究所　 86-8100　 86-8196

教　育　相　談

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚を希望される
方の相談に応じます。

場所／水口庁舎１階相談室、土山開発センター、
甲賀支所１階会議室、甲南農村環境改善センター
信楽開発センター

相談日・時間／ 16日（土）13：00〜16：00
問…農業振興課　 65-0711　 63-4592

結　婚　相　談

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間のトラブル
など、暮らしの中での様々な悩みごとに応じます。

場所／水口庁舎１階人権政策課内相談室
相談日／ 4日（月）・6日（水）・8日（金）・13日（水）・

15日（金）・18日（月）・20日（水）・22日（金）・
25日（月）・27日（水）・29日（金）

時間／９：00～ 16：00
※相談方法：電話または面接相談（面接相談は事前予約が必要）

問…相談窓口　　 65-0751
　　人権政策課　 65-0695　 63-4582

男女の悩みごと相談

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事や特殊法人
の業務について相談に応じます。

場所・相談日／
　水口社会福祉センター　　　4日（月）
　土山開発センター　　　　　5日（火）
　かふか生涯学習館  　　　　14日（木）
　甲南庁舎2階団体室　 　　 15日（金）
　信楽開発センター  　　　　20日（水）
時間／ 13：30～ 16：00
問…生活環境課　 65-0685　 63-4582

行　政　相　談

　就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への取
次ぎを行います。
　また、雇用保険の受給者の方の就職活動としてもご利
用いただけます。

場所・相談日／
①伴谷公民館　　　　　　13日（水）
　牛飼教育集会所　　　　4・18・25日（月）
　土山開発センター　　　14・28日（木）
　梅田会館　　　　　　　6・13・20・27日（水）
　清和会館　　　　　　　7・21日（木）
　かえで会館　　　　　　5・12・19・26日（火）
　信楽西教育集会所　　　6・13・20・27日（水）
②水口中央公民館　　　　6日（水）
　泉教育集会所　　　　　1・8・15・22日（金）
　新城教育集会所　　　　12・26日（火）
　宇川会館　　　　　　　5・19日（火）
　甲賀地域総合センター　4・18日（月）
　大久保教育集会所　　　25日（月）
　かふか生涯学習館　　　6・20（水）
　上野教育集会所　　　　13・27日（水）
　信楽開発センター　　　8・22日（金）
時間／①9：30～ 11：30　②13：30～ 15：30
問…商工観光課　 65-0710　 63-4087

就　労　相　談

暮らしにかかわる様々な問題について相談に応じます。

場所・相談日／
　水口社会福祉センター　4・18・25日（月）
　老人福祉センターフィランソ土山
　　　　　　　　　　　　5・12・19・26日（火）
　かふか生涯学習館　　   7・14・21・28日（木）
　甲南庁舎２階団体室　   1・8・15・22・29日（金）
　信楽開発センター　　　6・13・20・27日（水）
時間／ 13：30～ 16：00
問…甲賀市社会福祉協議会

62-8085　 63-2021

心配ごと相談

2月
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甲賀市の将来像
「人  自然  輝きつづける  あい甲賀」

ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標 甲賀市総合計画基本構想

生活の安心感をみんなで育てる
自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

　

今
回
取
材
を
し
た
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
の
交
流
会
で

は
、盲
導
犬
と
直
接
ふ
れ
あ
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

普
段
目
に
す
る
こ
と
も
少
な
い
盲
導
犬
、実
際
に
ふ

れ
あ
っ
て
み
る
と
お
っ
と
り
し
て
人
な
つ
っ
こ
く
、大
勢

の
見
知
ら
ぬ
人
の
中
で
も
平
気
で
お
昼
寝
を
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
面
を
見
て
、人
が
大
好
き

と
い
う
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

盲
導
犬
と
い
う
と
い
ろ
ん
な
厳
し
い
訓
練
を
受
け
た
賢

い
犬
と
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、ま
ず
は
人
と
の
信

頼
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

お
互
い
を
信
頼
す
る
こ
と
は
、人
・
動
物
に
関
係
な

く
成
立
し
、幸
せ
に
し
ま
す
。ハ
イ
ジ
と
ヨ
ー
ゼ
フ
や
ネ

ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
の
関
係
は
決
し
て
空
想
の
話
で
は

な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
ま
す

が
、そ
ん
な
関
係
で
い
た
い
も
の
で
す
。ち

●国民健康保険税（10期）

●保育料・幼稚園使用料

●介護保険料（10期）

●公共下水道使用料・農業集落排水施設使用料

納期限は
1月30日㈭
です。

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

火の見やぐら
ひ　　　　　　み

　木造建築が中心の日本では、古
くから火災予防と早期鎮火は大き
な課題でした。江戸時代以降、地
域全体を見渡せるようやぐらを組
んでその上に見張り台を置く火の
見やぐらが各地に造られ、昭和初
期には全国ほぼ全ての地域に整備
されました
　その後、電話の普及や119番に
よる通報体制の整備、サイレンや
防災行政無線などが整備されたこ
とにより、その役目を終え減少し
つつありますが、市内にはそのい
くつかが現存しています。
　時が流れても地域の防火の象徴
としてまちを見守っています。
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2/1号からR30%に


